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lト 
以上のとうr L D による1L 構造. EE t蘭厄退解析では.･

1. は じめ に 
LT型のバラ/-.クを変えて トV曲線を引卑 し.詫軽重の 

t .早 晩 ({血の構造を知ることIも 'fiffr什I辞の主要なr] 1-V仙椎と比較するので.正 しい月攻低を柑ることか

一IY.)の つ である｡溢血の唱 f状式鼠 仕か問滋.唆t～Jこ配曳 荊一に正蟹であるp 

l l と 衣 面 上 L k D -V 曲投の測定は.一般に令弟であると一fの物理現牧をj鬼に即鮮するには,純血 ニL) LEE の 1 rA

す る 如 拙 l欠なことからもうl.すける｡ われかちである加 入封筒7･のエネルギ加増hlするにつか 不 FJ JL

･1 wI r eL r nl = 旺点か位両氏軌..低 速 花 TF1折 目-o ;rc'gyElcrOnDllrJ ioll こ れ各blllrT 11の方に伊動するのでそれを追

I- は , 加 Iの北進対称純の較敢手段としてだけで L折斑点のE即 11 TT 跡 しなから感度を利点する必出があり.またrd

な く. ljである｡軸 t 軌呼は比較的弱いので.(7良 師 構 造 の 托せ手持としてもT J Eま .軸比のある トV 曲椴を転的 

で に知 られ て い るIj によって iで刑延するのは慮外に牡しい｡J血隅迫の多くは. LEED tu .

決 定 され た もの である｡ トV 曲純の仙定法として従来は.入帥屯･T･のエネルギ

LEEt) に よ る 恕 ui ､ を 疋の胤隔で1変えて 7f LJ縦 聖決定にお して は.ます,拙攻 ･ 7 Iはを取り7イタロデンシトメー

個 の bl阿 礼 L:. r] (nesL)〟 タにより各阿折地点の幼腔をi や.スj･ t3に つ い て.ll軒評点の威姐 Ttniy 〕 語る甘放･ -ツト7: 

入 射 エ 4･ル キ VolLge lT性 トV 曲軌 を軸 心す H -3を阿一 . 伽こ剛功【 ll H Ll ( 節7%点の助きに合わせて他姓f 追跡

る｡ - - 転地 tl #遊牧也 につ Jから改段を和るb弘などがrbtていた.(lJJ∴ と Ff の 人 朝方比で あ る! しYr 一 T l T蒔な

い て 多 .qi などをぢ出 した励ノ号lt副葬を行 d折斑点のll i在Tる/ ック紋 乱 . 収 牧 7u/J トV曲線を印るには.l .dりにI: <

う｡ 31駿 と 即 *dt Pi u線か n折U'iiに ー の総出が必豊である机 ^法で呈 'のrIi Vl] 多くのL] I..... ク 上に述べた-一. t ラウ/ド

つ い て -放したときの梢遊脚 F_を正しいji両港超とす は.バックグラウンドを度し引いたInI折功点の雌 を7守

るl･l るのに;L l - iuるに¥｡ I閃かかかt.脚敵性の高い JV地紋をJ
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は多火の的tiJ;を坐 した｡


近年. l;3娘fl て刊F3
.''' Aテレビカノラか比枚的劉 h T可億に 

lJ' 二 ED性Lったことから.蛍光スクリーン lに現れた LE

をテレビカメラで縦ii:し.そこから車哩を測1こする IIV

此純測止法か榔 _I･ .従束畦より柳 与iに†;さ11 nl コ相性か高

い トV 曲抱が珊綻できるようになったJJ｡

よ/=テレビカメラ法によると.スクリ-ン上の出師奴

喋の角性分むをIff E _ j:鼠t柑るrとができる｡従って,他Ji

0) レ -の故は分布肝抑 こ _エiJ4' よるむ両用脚の正荘な杷q 

や.LL,折鈍点の形状分力肺肝による試料'l )ト.-l i t両Q i.ロ

する十-ジやエピタキシ十ル成品にTq 1欄 収柑一Iも rTうこと

が可能になる｡1.I=蜘 !lrfUで測定できることか ら軸 旋空

似 よ̀るi面IIll r過日七との胸的過群 の研l '迫の変化や蚊'f

RにもLSJl1憶である｡T･T

lRJLはこうしたLEm転相のIL't､テレビカノラを利用し
た LEED同肝性の職収測定力巳をフレーム, ′77と 
7イタロコンピュータを用いて-iE現し.Si(lll)

i

墳面上.
に∧)を終持したときに現れる出揃地の肝究にILJ】,:lし 
十分な轍価を得たのでこかをtL食する｡また本態Rt,l i
比射応Iii''U･l･肪 (fE E t.T r1 1 等にもそのままLm. R ED)管F 1
でさる0 

2. テレビカメラによる強度測定法 

Ip海防哩のテレビカメラによr).蛍光スクリーン上Cj 
L E ED 性を柑P,すら その他射 i.i;を /̂D 変換して.

コ ン ユータ内で処理す,- nllr茨TェL Jことでr T .の健吸が巧らLL

れ る ｡ 1つのフレームの処理か終った後に.入朝屯 [･の

加 遜 屯 上riを 漣仏分均し.次のフレームの映性を撮軌

塊 椎 . ト打 す る｡入射謁11･のエネルギの犠凶.すなわち 

20 e V か ら 30 0cV望lRlこわた･1てこの枇 とを祭り返す

こ と に よ り ト Ⅴ 曲和をて｢ほ ｡

拍 影 し た 映 馴 -1弓の食でを lJTルタイムで処押するに

は . そ れ を デ ィ ジ タ ル化してr刑盲コンビユータに転送.

他 用 し な け れ ば JJ'ら. ない,それには 10人iB/さという人

重 な 椋 送 迎 腔 の イ ンタ･フェースをもつコンピュータか

必 世 で あ る ｡ こ の.とうなコソヒ>一夕は.Ju椅倣処雌,.･f用

と し て 別 7f滞 Liされているが非常に高価である.U-

そ こ で 2 つの方比がキ3iら11る｡耶 lの方杖では.加

速 '･ii'11:.を変えて1'3らJtた LEED 性の映陳のすべてを.

一 且ビデオテープレコーダ,ビデオディスクレコーダも

しくは光ディスクレコ- 1: .ul9･柿的する｡格納した†Tjの

比み目し.故腔を柑る処理lJ.とは実験桔｢艮行う.こ-

の:JJ班では完全などヂオレ-† EED仲を取り込め' て L 
る｡L.かし滋奴Ltlその過て 1V曲線を的繋することか

できlJ' 例えは.抵掃出軌⊂ 技.い 垂れに1手を人射させる

必単がある場合.燕政人鴨 作の確出は如弥な円掛二あ 

阿 】号 (1脚 )

Fig･1 13lock diagraZ7日 or llle System

･折丸 さの ITるLLj .え lV 仙韓が__い に一 発す るか ど うか Iこよ

りrrわ れ る｡ しか し. この軸 延 方式 で は. この Fj一兎 収t.

L駿 中J .入別の確認 を :E :的ちに行 うこ とが で きない JJえに大

兵1 浦 か あ る｡

汀1
tT...

.デー Pだけを 位返 して. インタ2の方式 は.必 IXtt

ーフェー )虫 Plを鴨はしなか ら. I i'スQ . JT ルタ イム態度 ,J:

行う方法であ る .この方比は持 ちiLた で -タを. た だ ち

にBi T' .- )利 点 を もつ｡在r -ているよ駿に反映できる11と u

我々は,iT' 価 をとった｡すI; lrp!2のJJ Lわち,同 前 跡 ...i

含む適当な所,kL故のウインドをスクリーンJ･_o)1歯 ･.tた

は仙故脇の岨折斑点についてhT1J ン 日 k2iL,ウイ ド内 の 十

のみをコンビ. L;J fと 必 Ji i如 TnA-タに較退.曲虻のtI/if ･gl

をし,すぐさま トV仙粒を門る:jjk る .tで あ

3. 装 置 

Fig.jL 測'jf悠PZの1U･Jクダ イ 丁 〆 ラ ム を ,示 す 亡

1両而 8bi 5, J JIt フ レ ー ム バ ッ プ rt26 2W 州滋のrLLhな

tTストロデザイン托 CC-409.を マ イ ク ロ コ ン LP_. -

タにパスfTi iL̀ り . 高 速 転 送 を : Biして'獄でつl :二とによ i:

いる｡図小 二はホしていtJこいが フ レ ー ム J<.y7 7 と マ イ

クロコンビ1-タの恥 ⊂は,<ス コ ン J<- ク け ス ト 17デ

ザイン虹 18506)が入っ て い る 〕 こ れ は マ イ ク t)コ ン

ピュータのパスが地円の20bitの も の て . フ レ ー ム ,<･/

フTは 24bitのマルチJ<ス を 旺 用 し て い る の で パ ス L,7

号をシフトLて週給する陀日を して い る . パ ス Jui船 の' デ

ータ耽送は萌適であるが,/<スコ ン /i- メ .% で T.･';f批 延 
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西片一耶 ･払本品明 .;見抜申一山 ･正川薄ま ･河池 埼 I-

している 圭た,<スーd榛,6式では.コンピュータ加か ら

みるとフレーム′ヾ ッフナとItメモ リとか同ATである こ

のためi佃け t)グラミングは'ff鼠で あ る.1 ログ ラム

泊で.他.._
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は. i:行Ai政を考超 して 一三虫部を丁センブ リ 

はベー ン･)ク甘的で招いてある｡

T･の加速 電 Tfを鮮取掛 二Y;Eでは' 

増 し,その各砥 EEごとに蛍光スクリーン上の LEED 性

i-トV 曲税のin辿淵 

をテ レビカ/ラで船影 して, 1フレームの映像を得る｡ Fig.2 L lcfiep oLdTOln 8CFrlt l SiLtnjtenio t rmyLo

Sl 11)7 7be

c e
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idin

tweenin sprate

erTl

g l o

gyOl37eV. 
tsatnorma次のフレーム雌琴時に前6)フレームの鑑善が入っては正

ncewith8ne
確IL畿既か得 られない｡蛍光スクリ-ン Lの虫光物質の

発光藩命 テ レビカノラの残像梅h.入射芯7-の加速箱
W ndovv 

it

Ln
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Jtn

tenn
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te
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ac

Strn

rultLt

)dJFllo

る必要がある｡汲 は々この2つt盟求を油たすテレビカ7)
) eigt n nsy.

tr PIi

B kg d 

lac n

よ ら す

rg

l nglO 

TJ yel
ン r 

iri†teonln ns eTa

17を用いたカ/ラ (友松ホトニクスC2400)を位用して わ レギで故同湖定を扱り虫 し たのち,コンビュ-タの指

ll-c

Tt

'Lt

J_

0日軒部q)立ち上かFJ時間は.その噴水奇禍たすもの止の;=

か･好漢である

他 に テ レ ビ カ J ラ と し て は .銭 傾 聴 帆 の 他 に '戚JもJL 把 で 

.Jiる ･こ と が gLikで あ る ｡ L EE D で は ス ク リ ー ン 上 で 蛍, .

池 与 党 す る た め に .悼 )ポ 昭 子 を 卯 ･1 グ リ ッ ト と 蛍 光 ス ク 

>
ヒ 
S
N

T) - lで 加 速 す る か .パ ･/ ク グ ラ ウ ン ドを で き る だ け 

I加 退 ㍍ f tIr に す る ｡ こ の 程 畔 のJl ま 2 kV -瓜た 8 ･( u
ト

N
t 

_

く.カノ''u 把 で 加 速 さ れ た 芯 ･のF' 党 す 7Y虫 光 は 非 冊 に 砧

ラはその払い発光を I･分11ダイナミTyクレンジで鞄屋す

Fig･3 ProccdureforBe
ラ.として.SIT (Si cL)の緑棟 

いる｡このテレビカメラは LEED 性娘F,用としても十

i/R1d

i...分な感雌かちり箱伐稔性のI も満足で さる｡また T折

か1.すなわち入射光爪と出力7 が比例しているのて 
1.

it示により.F

あるが木研究では 0 O

だ､助雌処理をする,この事 府を指'起されたェネルギ荏

11･の加Ai IrTE

5.

右

cV か 

一塩埴 Trrf 芯に殴起可能で

eVJだけ増 し,鎚

の心壁かない｡蛍光物質としては虫光寿命か垂前掃llETJ
｣ 田て白私的に托り&-L トV 曲緑を得る｡73られた ＼7[-

糊閃 く l s拍mi･ 抱 :m)より短いものを他用するに入射芯 曲掛 ます ('さま CRT 上に去 示され 投Lkの IIV Elll線
I--

ンタフ t. fl

の加速'' 

I-スで制脚する｡詑 'のJ

JtT; の唱齢掛まコンピュータにより,CP-JBイ TlTrの比較かそのtで･ 拒である｡ 

;(阿折の災鼓では鼓Br Ti

Lllr

'i.ryいている'ii範では. の碇茨の目方か･要である｡ 
江の立ち上がり時 )表面上の

帆は,0.4msと十分I指誠であり上記の項頚を泌たす. 7･.7切迫の 37eVrもけろ り 0).1011回祈節点を

LにIVlつ階段状に収II,r を増すとさのP .3は.加掛 こよって的浄化Lた SiFig

r~フL/-ムバッ77中のティiPタルl引 土田腔7ナロy 鮎ぷ軌 ヒ0)報収分布を測定 した例である｡縦軸 256階 

は.カメラの昭電汝と音 ･化し.モニタで槻察するとともに市販のビデオテープレ 'E1FE..のうち 1- E8F )q二rLt

l. 91)-/ドか

JF刑 ′L

コーダに記鉛する｡これは災験データの先験終了枚の施 Ji散乱成/.位相のそろわない弥牲放乱はJJ 

Wに了J つ｡ らの2次一軒tなどの虫光によるバ ックグラウンドであHT

る この部分を除:Lしないと正しい トV 曲線が狩られ
4. トV 曲線の測定法 

ない｡そのため我 々は Fig.3の控に姓肢を'jg義してい

IIV dll轍を別注するT版としては,スクリ-ン上の るレすなわ ち泣められたウイ./ド内の.晦で列の足し苛を 

LEDiE t fIい,ウインドの軸点で指示した街娼を- '<′ククラウン･3をテ レビカメラで描彰 し,その映陳は'-杏 

A/D荘撫器でデJlI?クル化し上罷工のフレームJ<ッ7 T ドと淀為し,見かけ上の適度から引く｡椙の行について

に取り込む.,フレームJ もI削Lのことを行い.その平均をIのめ腔とする｡T-<ッ7r内の 1両d1のデータ巾,

J-L7j

lt

ウイノrの大きさは LEED枚のttqr斑点の分i 

1-

19.

Jlji

ir

タによって据'-されたほ掛 こあるウインド7

の7-クのみをコンピュータに較近 し.後述する盤従の 方I,相応して.J

ため.ウインド 

-

コンビュ- のil

J空2J

)q

l画題F の大きさにプログラム上

分地坪をする｡これで lつのエX･ルギに船する 1つの から響えられるn,i,/タデラウンドは十分滑らかであろ

大きさの変化による藤波の変化はな 

-
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い｡
白私的に 1-V Jlll椋をはるためには.磁rfの入射エネ

I乍Jll-50- 耐 10也

寸て 移助する担J折斑点を,ウイ'/ドか 日!g

碍 lt 9曲)

>
ヒ 
S
N

(13-

没.

200 250150 
Y(eV) 

a∫isoTlb e

ギの増加にI 

bW･にE 柑できなければならない｡これは行の和と列のJ i

･レ

の'<ノタグ'ラ{Jン卜を除いた状牡でのI火他がウイLtTll
ドの小心 となるようマイクロコノヒュータにより n 助 

'起することで純旬 しているこ

ン

艇Tr Z .ウイン ド が L8 I 開速IIに悶して例を示すと 8

削のと削こ.ある1つのエネルギ仏て 1画 面 温 S し て 皆

u
ト

NIu
^
tl
V
l
u
u 

比をyるのにT 

椀り雇し,1O.

1. J40m書かかる｡悶 ･の エ ネ ル ギ で 5 回

cV 'dJ

l･ 

みで 200CVの転出 の 7-V 曲 線 を 

Jつの阿折例l'えについて取は するには dO 抄 か か る ｡ 対 

.な3L

劇の時制がかかる｡ 

5. 測 定 結 果 

JI:PJ- のr について同蛸に測定する と き に は7..J'JfFL7日 3培

0 50 100
Fi. ･ .g41加軌 -ilて砕け化した S(111) 7x 7J' '占 ER
EN
6

向上に,AI700℃ で I!&r･.lJ■紙駕召した と き 別 れ る 
Fig･5 Comp ,

)-
sIom 

tlll AL 
eT .lee

teweeni㌔ curv
ifaceand S3313 0 つのt R3C掛鳥道の 4l′ AnSilH,7 78Tu

･raleSurrACCalnC
rqFT斑 点 (1 0). cle

tzrcoin mehu idIrMOlincくIi

匙は変化しふ 

/t).(01
 ).(12

1く.正しい 

J//I )の 1-V/I ];曲 鞘 を ,す ｡ この過 蹄

ⅠⅤ 曲印 を 得 る に はね加t糾 ごとに 3つの対称
ごとの和好

してから軸起し破るまで.各td折軌'3...

な 回 折銀点の恥とを伺叫にTTTって. 0 

Jで

勅使する -必出があ る の で. 水 1' が.5.即 の 利 J とか さjlる｡ Ve5.

論r 
の眺斤軌 

DR q 'と比 IiL 生鮮 折 を 行 うた め に jr.
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